
企
業
支
援
に
徹
す
る

渡邊正五氏ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ水素エネルギー製品研究試験センター長
　
―
施
設
が
稼
働
し
て
か
ら

来
年
で
５
年
に
な
り
ま
す
。

　
「
オ
ー
プ
ン
前
は
電
気
自

動
車
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ

ろ
。
水
素
関
連
の
試
験
を
行

い
、
し
か
も
外
部
に
委
託
す

る
企
業
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
だ

ろ
う
か
と
不
安
な
面
が
あ
っ

た
。
実
際
、
初
年
度
の
上
半

期
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
燃

料
電
池
車
を
出
す
こ
と
を
宣

言
し
て
か
ら
、
想
定
よ
り
早

い
ペ
ー
ス
で
利
用
者
が
増
え

て
い
る
」

　
「
設
備
の
増
強
や
職
員
の

技
能
向
上
で
試
験
能
力
は
ア

ッ
プ
し
た
。
し
か
し
件
数
が

増
え
、
試
験
の
種
類
に
よ
っ

て
は
待
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

起
き
て
い
る
」

　
―
水
素
関
連
製
品
の
開
発

に
取
り
組
む
メ
ー
カ
ー
に
変

化
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
従
来
試
験
を
し
て
い
な

か
っ
た
部
品
に
つ
い
て
も
、

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
き

た
。
製
品
ユ
ー
ザ
ー
が
ハ
イ

ト
レ
ッ
ク
で
試
験
す
る
よ
う

メ
ー
カ
ー
に
働
き
か
け
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
補
助
事
業
を

活
用
せ
ず
独
自
に
試
験
を
依

頼
す
る
企
業
も
増
え
た
」

　
―
今
後
の
展
開
を
聞
か
せ

て
下
さ
い
。

　
「
業
務
の
効
率
化
を
進
め

る
と
と
も
に
必
要
な
能
力
増

強
は
今
後
も
行
う
。
独
自
の

研
究
開
発
も
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ

る
。
試
験
方
法
の
開
発
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
く

ま
で
企
業
支
援
に
徹
し
、
依

頼
さ
れ
た
試
験
に
集
中
す

る
。
中
小
企
業
か
ら
の
依
頼

を
増
や
し
た
い
が
、
中
小
に

と
っ
て
は
コ
ス
ト
面
で
利
用

が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
自

治
体
は
積
極
的
に
支
援
し
て

ほ
し
い
」

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
研
究
試
験
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
糸
島
市
、
渡
邊
正
五
セ
ン

タ
ー
長
、
０
９
２
・
３
２
１
・
２
９
１
１

が
、
能
力
を
高
め
て
い
る
。
今
４
月
に

大
型
水
素
タ
ン
ク
に
対
応
し
た
試
験
施
設
を
完
成
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
や
ト
レ

ー
ラ
ー
用
な
ど
、
従
来
は
海
外
で
行
っ
て
い
た
大
型
品
の
耐
久
・
耐
圧
試
験
を
可
能

に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
は
、
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

用
タ
ン
ク
か
ら
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
用
ま
で
、
研
究
・
試
験
が
で
き
る
国
内
唯
一
の
機
関
と
な
っ
た
。

国
内
唯
一
の
企
業
支
援
機
関
受
注
額
が
毎
年
増
加

試
験
能
力
が
ア
ッ
プ
し
た
ハ
イ
ト
レ
ッ
ク

複
合
素
材
を
使
っ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク

新
試
験
施
設
「
ク
レ
イ
ド
ル
」
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応

水素エネルギー製品研究試験センター大型品の耐久・耐圧試験を可能に
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新
施
設
の
場
所
は
既
存
セ

ン
タ
ー
の
隣
接
地
。
「
ゆ
り

か
ご
」
を
意
味
す
る
「
ク
レ

イ
ド
ル

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｌ
Ｅ

と
愛
称
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
敷
地
面
積
８
３
０
０
平

方

、
１
階
建
て
で
床
面
積

２
７
０
０
平
方

。
四
つ
の

水
圧
試
験
室
と
四
つ
の
高
圧

水
素
ガ
ス
試
験
室
を
中
心
に

構
成
す
る
。
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
深
さ
５

の
地
下

ピ
ッ
ト
を
設
け
、
外
壁
の
厚

さ
は

と
し
て
い
る
。

　
受
け
入
れ
ら
れ
る
タ
ン
ク

は
長
さ
６

、
直
径
０
・
８

、
容
量
５
０
０

で
、
１

１
０
０
気
圧
の
高
圧
水
素
試

験
が
可
能
。
液
圧
で
は
１
４

０
０
気
圧
に
対
応
す
る
。
世

界
中
の
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
想

定
し
て
使
用
温
度
範
囲
を

度
か
ら

度
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
圧
水
素
貯
蔵

タ
ン
ク
を
搭
載
し
た
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
性
能
や
耐
久
性
の
評
価
に

対
応
で
き
る
よ
う
幅
２
・
３

、
高
さ
２

、
奥
行
き
５

の
角
形
耐
爆
カ
バ
ー
を
設

置
し
た
高
圧
水
素
ガ
ス
試
験

室
を
２
室
整
備
し
て
い
る
。

事
業
費
は

億
４
０
０
０
万

円
。

　
具
体
的
に
は
、
軽
量
で
施

工
コ
ス
ト
が
比
較
的
安
い
炭

素
繊
維
を
使
用
し
た
高
圧
水

素
貯
蔵
タ
ン
ク
の
開
発
を
支

援
す
る
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
に
お
け
る
大
き
な
課

題
が
コ
ス
ト
削
減
。
高
圧
の

水
素
を
貯
蔵
す
る
蓄
圧
器
に

つ
い
て
は
、
炭
素
繊
維
を
使

っ
た
複
合
容
器
の
開
発
が
低

コ
ス
ト
化
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
研

究
試
験
セ
ン
タ
ー
の
通
称
は

ハ
イ
ト
レ
ッ
ク

Ｈ
ｙ
Ｔ
Ｒ

ｅ
Ｃ

。
水
素
関
連
製
品
の

試
験
を
専
門
的
に
行
う
全
国

初
の
企
業
支
援
機
関
だ
。
２

０
１
０
年
４
月
、
研
究
開
発

機
関
の
集
積
を
目
指
し
て
い

る
糸
島
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
に

完
成
し
た
。
福
岡
県
だ
け
で

な
く
全
国
の
企
業
が
利
用
で

き
る
。
水
素
関
連
の
試
験
研

究
だ
け
で
な
く
関
連
デ
ー
タ

の
収
集
も
重
要
な
役
割
と
し

て
い
る
。
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
」
に
向
け
た
福
岡
県

の
取
り
組
み
「
福
岡
水
素
戦

略

Ｈ
ｙ
―
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

」
に
お
い
て
新

産
業
の
育
成
・
集
積
を
推
進

す
る
中
核
機
関
の
役
割
を
果

た
す
。

　
企
業
が
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
分
野
に
参
入
す
る
に

は
、
高
圧
水
素
ガ
ス
を
使
っ

て
製
品
試
験
を
行
い
、
性
能

や
信
頼
性
を
証
明
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
さ
ら
に
関
連
産

業
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、

高
圧
水
素
ガ
ス
を
使
う
バ
ル

ブ
や
セ
ン
サ
ー
な
ど
関
連
製

品
の
開
発
で
コ
ス
ト
を
下
げ

つ
つ
高
性
能
化
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。

　
高
圧
水
素
ガ
ス
に
よ
る
製

品
試
験
に
は
、
高
額
な
初
期

投
資
を
必
要
と
す
る
。
そ
の

た
め
大
手
企
業
が
試
験
装
置

を
自
社
で
導
入
す
る
以
外
に

は
、
海
外
機
関
へ
の
試
験
発

注
が
一
般
的
だ
っ
た
。
こ
れ

が
セ
ン
タ
ー
の
存
在
に
よ
り

中
小
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
も
、
費
用
面
だ
け
で
な
く

技
術
情
報
管
理
面
か
ら
も
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
研
究

開
発
が
し
や
す
く
な
る
。

　
高
圧
水
素
の
充
填
や
流

じ
ゅ
う
て
ん

通
を
繰
り
返
す
耐
久
試
験
を

行
う
高
圧
水
素
試
験
室
で

は
、
１
０
０
０
気
圧
級
の
高

圧
試
験
が
で
き
る
。
外
水
圧

試
験
室
で
は
水
素
ガ
ス
を
充

填
し
た
容
器
の
外
か
ら
水
に

よ
る
加
圧
と
減
圧
を
行
う
。

破
裂
・
耐
久
試
験
室
で
は
、

容
器
を
破
裂
さ
せ
て
製
品
強

度
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得

る
。
低
圧
水
素
試
験
室
で

は
、
水
素
に
加
湿
し
た
り
別

の
成
分
を
混
ぜ
た
り
し
た
気

体
に
よ
る
試
験
が
可
能
だ
。

　
試
験
実
施
件
数
は
オ
ー
プ

ン
し
た

年
度
は

件
だ
っ

た
。

年
度
は
１
４
２
件
と

急
増
し
、

年
度
は
１
７
１

件
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

年

度
は
上
期
だ
け
で
１
０
９
件

と
な
っ
て
お
り
、
年
間
で
は

過
去
最
多
に
な
る
見
通
し
。

受
注
額
も

年
度
は
過
去
最

大
を
予
想
し
て
い
る
。


